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東京の生協のまちづくり活動トピックス

みらいひろば春日でN-impro(ニンプロ）ゲームを体験しました

カリウム摂取の減少はBDHQ調査でも同様の結果となり、食生活の
変化、特に野菜や果物の摂取量が減少しています。BDHQ調査を担
当された東京大学大学院医学系研究科の佐々木敏教授は、野菜や
果物の摂取量の減少は食物繊維やビタミン類の不足にもつながり、
肥満や糖尿病など健康への影響も懸念されています。
本調査の分析を担当された公益財団法人生協総合研究所の宮崎

達郎研究員はこうした変化の背景には物価高騰があり、特に経済
的にゆとりがない人たちの食生活の悪化を課題に挙げています。

コープみらいのブロック委員からみらいひろば春日でN-improゲームを体験
したいと相談があり、５月１日（金）東京都生協連から講師を派遣しました。
N-improゲームは、認知症の人との出会いを想定したカードを使って自

身の行動を考えたり、参加者同士の話し合いで様々な考え方や対応がある
ことを学ぶものです。
２０２４年に認知症基本法が制定され、その目的は「認知症の人が尊厳

を保持しつつ希望をもって暮らすことができるよう認知症施策を総合的か
つ計画的に推進すること」としています。認知症になると何もできなくな
るのではなく、やりたいことやできることをしながら住み慣れた地域で仲
間とつながりながら暮らし続けるという“新しい認知症観”に立つことが
大切だとされています。

今回は生協の宅配職員の立場を想定した事例で「真夏に路上でうずくまる人を発見、本人は大丈夫と言ってますが、
あなたは救急車を呼びますか？呼びませんか？」など３つの事例を通して話し合いをしました。どちらの選択が正解
かではなく、その時の状況を想像して、どんな対応があるかを話し合うことが大切です。これまでの体験や今後の家
族の介護についても会話が弾み交流することができました。老いや介護の問題は誰しも避けられないテーマです。
N-improゲームを通じて、認知症になっても支えあい幸せに暮らせる地域のつながりづくりを考えてみませんか。

医療福祉生協「２０２５年度２４時間蓄尿塩分調査」の結果から
～食生活の変化と野菜・果物の摂取が減少している背景～
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今回はまちづくり活動から地域生協に広がった取り組みや、わたしたちの食生活の参考になる
日本医療福祉生活協同組合連合会の調査について紹介します。

まちづくり活動のHPはこちら

東京保健生協・東京ほくと医療生協・西都保健生協・東京西部保健生協

コープみらい

出典：日本医療福祉生活協同組合連合会「２０２５年度第９回２４時間蓄尿塩分調査」報告会資料より

≪参考までに≫カリウム摂取を学べる資料では、日本高血圧学会の減塩栄養委員会「健康ナトカリトランプ」や
京都府立大学大学院生命科学研究科奥田奈賀子教授が考案された「カリ活カード」などがあります。

医療福祉生協では、過剰な塩分が高血圧症や脳血管疾患などを引
き起こすことから塩分を控えておいしく食べる「すこしお」の取
り組みで、１日塩分量６gをめざしています。５年ごとに２４時
間畜尿による塩分調査を行い、今年で第９回の調査となりました。
併せてBDHQ（食事歴法質問票）による栄養摂取調査が実施され全
国で2,171名、東京の４生協から170名が参加しました。
調査結果では塩分摂取量の全国平均は５年前の11.22gから

9.82gに減少しましたが、塩分排泄に役立つカリウム摂取量も減
少し目標摂取量の2,500mgに届かないことが明らかになりました。

５年ごとに全国規模で食習慣、特に健康に影響がある塩分摂取の変化を調べる調査は次回で第１０回となります。
５０年にわたるこうした活動は医療福祉生協“地域まるごと健康づくり” の実践です。個人の健康づくりに役立てる
だけでなく家族や周囲の人と共有しみんなで健康な食習慣を広げ、社会全体の健康増進につなげていきたいと思います。


